
音楽史の流れは、特にバロック時代から近現代まで、非常に興味深い進化を遂

げています。それぞれの時代には独自のスタイルや特徴があり、それが次の時代

の基礎を築いています。 

1. 初期のオーケストラ (バロック時代以前) 

16 世紀 ルネサンス期には、宮廷や教会で演奏されるアンサンブル

が発展し、弦楽器、管楽器、打楽器が組み合わされる

ようになる 

            ガブリエリやモンテヴェルディ等の作曲家は楽曲編成を指

定した作品を残し、オーケストラの基礎を築いた 

オーケストラの起源は、17 世紀初頭のバロック時代に遡ります。バロック

時代以前、音楽は主に宗教的な場や宮廷で演奏されていました。この時期

のアンサンブルは小規模で、弦楽器（ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ）

と通奏低音（チェンバロやオルガン）が中心でした。吹奏楽器や打楽器も

時折使用されましたが、現在のような統一されたオーケストラ編成はまだ

存在していませんでした。 

 

2.バロック時代 (約 1600 年 - 1750 年) 

バロック時代に入ると、オーケストラは少しずつ構造化され始めました。 

オペラの誕生とともにオーケストラの役割が拡大した 

音楽が豪華絢爛なドレスを身にまとったような時代。宮廷で演奏される華

やかな音楽や、教会で響き渡る荘厳な音楽が生まれた。ドラマチックで装

飾的な音楽が特徴です。この時代には、和声や形式の発展が見られ、音楽

はより複雑で構築的なものになりました。バロックオーケストラは主に弦

楽器で構成されていましたが、トランペットやオーボエ、ファゴットなど



の管楽器も取り入れられました。バロック音楽の特徴的なスタイルである

対位法と  リズミカルな動きが、この時期のオーケストラの演奏に反映

されていました。バロック音楽では、バッハやヘンデル、ヴィヴァルディ

といった作曲家が活躍しました。特にバッハは、フーガやカンタータ、協

奏曲などの形式で、その時代を代表する作曲家として知られています。通

奏低音の使用や、弦楽器と管楽器の対比等、バロック音楽の特徴的な要素

がオーケストラの編成や演奏スタイルに影響を与える 

 

特徴: 

• 多声的な音楽（ポリフォニー）の発展 

• バッハやヘンデルなどの偉大な作曲家の登場 

• チェンバロやオルガンなどの鍵盤楽器の使用 

バロック音楽 

特徴 

・感情表現の豊かさ、喜怒哀楽といった人間の感情を音楽で表現することを重

視しました 

・装飾音の多用、トリルやモルデント等の装飾音を多用し、華やかで

技巧的な音楽を展開しました 

・対比の強調、強弱、速遅、高低等の対比を強調し、ドラマティックな効果を生

み出す 

楽器  

チェンバロ・バロック時代の代表的な鍵盤楽器。繊細で華やかな音色が特徴 



ヴァイオリン属・ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ等が活躍し、独奏楽器としても重用

された 

リコーダー・木管楽器の一種で、バロック時代には様々な種類のリコーダーが 

使用された 

オルガン・教会音楽において重要な役割を果たし、荘厳な響きを生み出した 

 

時代背景 

絶対王政の時代・ヨーロッパでは絶対王政が確立し、宮廷を中心に華やかな 

文化が花開く 

宗教改革の影響・宗教改革により、カトリック教会とプロテスタント教会に分裂  

それぞれの教会音楽が発展 

オペラの誕生・バロック時代初期にオペラが誕生し、音楽劇として人気を博し

た 

科学の発展・科学の発展により、楽器製作技術が向上し、より表現力豊かな 

楽器が生まれた 

 

代表的な作曲家と楽曲 

ヨハン・セバスティアン・バッハ 「ブランデンブルグ協奏曲」「マタイ受難曲」   

「無伴奏チェロ組曲」 

ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル「メサイア」「水上の音楽」「王宮の花火の音楽」 

アントニオ・ヴィヴァルディ「四季」「グローリア」 



古典派時代 (約 1750 年 - 1820 年) 

バロック時代の豪華なドレスからシンプルで洗練されたスーツに着替えた

ような時代。この時代は、音楽がより均衡が取れ、明快で形式的なものへ

と進化しました。オーケストラの規模が大きくなり、編成もより標準化さ

れました。 古典派音楽は、モーツァルト、ハイドン、ベートーヴェンなど

の作曲家によって代表 されます。バランスと形式美を重視した音楽が生ま

れました。明快で親しみやすい 旋律が特徴。歌謡せいがあり耳に残るよう

な美しい旋律が多く作曲された。均整の取れた過剰な装飾や感情表現を避

け、理性的で明晰さな音楽をめざした。 

楽器 

 ・管弦楽の発展・弦楽器、管楽器、打楽器（ティンパニなどのバランスの 

取れた編成が確立 

 ・ピアノの登場・チェンバロに代わり、ピアノが主要な鍵盤楽器として活躍 

 ・管楽器の改良・木管楽器（フルート、クラリネット、オーボエ、ファゴ

ット）や金管楽器（ホルン、トランペット）が標準的

なオーケストラの一部となりました。クラリネットや

フルート等の管楽器が  改良され、表現力が増し

た。 

時代背景 

 ・啓蒙主義の影響・理性や科学を重視する啓蒙思想の影響を受け音楽にも

明晰さや論理性を求めた 

 ・市民社会の台頭・貴族社会から市民社会へ移行が進み、音楽の聴衆広

がる。コンサートホールでの演奏が増え、音楽が

より身近なものになる 



 ・ウィーン古典派・ハイドン、モーツァルト、ベートーヴェンといった巨匠たちが活

躍し、古典派音楽の黄金時代を築いた。 

 

ロマン派時代(約 1820 年- 1900 年) 

 特徴  

・感情表現の重視・個人的な感情や内面世界を深く掘り下げ、それを音

楽で表現することを追求した。 

   ・旋律の美しさ・抒情的な旋律や、ドラマティックな旋律が特徴で、聴く人

の心を強く揺さぶる 

   ・自由な形式・古典派音楽の形式にとらわれず、より自由で多様な 形

式が生まれる 

   ・管弦楽の大規模化・オーケストラの編成が拡大しより色彩豊か

で迫力のある響きが追及された 

   ・標題音楽の発展・文学や絵画等、音楽以外の芸術からインスピ 

レーションを得た標題音楽が盛んに 

   ・民族音楽の台頭・自国の民謡や伝説などを題材にした音楽が生 

まれ、民族意識の高まりを反映した 



楽器 

 ・ピアノ 表現力豊かなピアノはロマン派音楽において中心的な役

割を果たした 

 ・ヴァイオリン ヴァイオリンの技巧がさらに発展し、華麗な演奏

が聴衆を魅了した 

 ・管弦楽 オーケストラの編成が拡大し、金管楽器や木管楽器の種

類が増え、より多彩な音色が可能にな

る 

 ・ハープ ハープの演奏技術が向上し、オーケストラや室内楽で重

要な役割を果たすようになる 

                      ・壮大で表現力豊かなオーケストラ音楽を作り上げました。ロマン派  

オーケストラには、より多くの弦楽器、木管楽器、金管楽器が  

加わり、ハープ、チェレスタ、チューバ、ピッコロなどの楽器も 

取り入れられました。オーケストラの規模がさらに拡大し、金管 

楽器や打楽器の種類が増え、音色の幅が広がった。ベルリオーズ 

やワーグナーは大編成のオーケストラによる壮大な音響効果を  

追求したブラームスやチャイコフスキーは、伝統的な形式を慣行、

方針を尊重しつつ、ロマンティックな情感を表現した。 

時代背景 

 ・産業革命と都市化 産業革命により社会構造が大きく変化し、  

都市化が進む 

 ・市民階級の台頭 市民階級が経済力と社会的地位を高め文化の  

中心的な担い手となる 



 ・ロマン主義 理性よりも感情や個性を重視するロマン主義が芸術

や文化に大きな影響を与える 

 ・ナショナリズムの高揚 ナショナリズムが高揚し、各国の文化

や伝統への関心が高まる  

代表的な作曲家と楽曲 

・ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン 交響曲第 9 番「合唱」 

                    ピアノソナタ「月光」 

 ・フランツ・シューベルト 歌曲集「冬の旅」         

交響曲第 8 番「未完成」 

 ・ロベルト・シューマン ピアノ曲集「謝肉祭」、交響曲第 4 番 

 ・フレデリック・ショパン ピアノ曲集「ノクターン」、   

「ポロネーズ」 

 ・フェリックス・メンデルスゾーン 序曲「フィンガルの洞窟」 

ヴァイオリン協奏曲ホ短調 

 ・ヨハネス・ブラームス 交響曲第 1 番、           

ヴァイオリン協奏曲ホ短調  

 ・リヒャルト・ワーグナー 楽劇「ニーベルリングの指輪」  

「トリスタンとイゾルデ」 

 ・ジュゼッぺ・ヴェルディ オペラ「椿姫」、「アイーダ」 

 



近現代音楽 

     特徴・調性の崩壊と新たな音組織の模索 伝統的な長調、短調

の調性にとらわれない無調音楽や 12 音 技法等の新し

い音楽語法が生まれた 

 ・リズムの複雑化・変拍子やポリリズム（リズムの異なる声部

が同時に奏すること） 

    ・音色の探求 従来の楽器の新たな奏法や、電子楽器、打楽器

などの活用により音色の可能性が 大きく

広がる 

 ・表現の多様化 抽象的な表現や、社会問題、哲学等をテーマ

にした音楽が生まれた 

      ・ジャンルを超えた融合 クラシック音楽とジャズ、ロック、

民族音楽等、様々なジャンルの音楽が融合し、

新しい音楽が生まれた 



楽器 

       ・ピアノ 従来のピアノに加え、プリペアド・ピアノ（ピ

アノの弦にゴム、金属、木等を挟んだり乗せ

たりして音色を打楽器的な響きに変えたも

の） 

    ・弦楽器 弦楽器の特殊奏法やマイクロチューニング等が用

いられるようになる 

    ・管楽器 特殊奏法や、多様な音色を持つ新しい管楽器が開

発される 

    ・打楽器 打楽器の種類が大幅に増え、オーケストラやアン

サンブルで重要な役割を果たすようにな

る 

    ・電子楽器 シンセサイザーやコンピューター等電子楽器が

音楽制作や演奏に広く用いられる 



時代背景 

  ・20 世紀の激動 ２つの世界大戦、冷戦、技術革新等、20 世紀の

社会の激動が音楽にも大きな影響を  

与える 

    ・モダニズム 伝統的な価値観や形式を否定し、新しい表現

を追求するモダニズムの思潮が芸術全般

に広がる 

    ・グロバリーゼーション 交通や通信の発達により、世界  

各地の音楽が容易に聞けるようになり、

相互に影響を与え合う 

    ・大衆文化の発展 映画、ラジオ、テレビ等の普及により大

衆文化が発展し、音楽の聴かれ方も多様

化する 

     



代表的な作曲家と楽曲 

    ・クロード・ドビュッシー 「月の光」        

「牧神の午後への前奏曲」 

    ・イーゴリ・ストラヴィンスキー「春の祭典」「火の鳥」 

    ・アルノルト・シェーンベルク「グレの歌」「浄夜」 

    ・ベラ・バルトーク 「管弦楽のための協奏曲」   

「弦楽四重奏曲第 4 番」 

    ・オリヴィエ・メシアン「世の終わりのための四重奏曲」

「トゥーランガリラ交響曲」 

    ・ジョン・ケージ 「4 分 33 秒」 

    ・カールハイツ・シュトックハウゼン 「光」 

    ・武満徹    「ノヴェンバー・ステップス」       

「弦楽のためのレクイエム」 



    ・シェーンベルク（12 音技法の無調の作品）         

「淨夜」「グレの歌」 

    ・ストラヴィンスキー 「火の鳥」「春の祭典」 

現代のオーケストラ                       

古典的なレパートリーから現代音楽まで、幅広いジャンルの音楽を演奏し

ている。 

                 映像音楽やポップスとのコラボレーション等、新たな試みも行われている 

                 オーケストラの進歩は楽器の改良や演奏技術の向上だけでなく、指揮者の役割

の変化やコンサートホールの音響設計の発展等、様々な要因によってもたらさ

れた。近年では多様性と包容性を重視する動きがあり、女性やマイノリティ

（社会的少数者）の音楽家の活躍も増えている 
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